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２
０
０
年
前
の
緩
速
ろ
過
池
の
水
深
は
３
８
セ
ン
チ
だ
っ
た 

緩
速
ろ
過
は
古
い
技
術
で
な
く
、
生
物
浄
化
法
と
し
て
新
し
い
技
術 

生物群集の食物連鎖が浄化の鍵だった。 
藻と微小生物（動物）の活躍が鍵。 



 

国立大学の先生は、得た知識を国民に還元する義務がある。 

皆
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
縦
書
き
の
解
説
読
み
物
に
し
た
。 

沖縄は、本土と違う。国が言う事は、本当かと常に考える習慣がある。 

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
。
水
に
苦
労
し
て
い
た
。 



 

地下水水源の浄水場は、ろ過池しかない。 

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
。
淡
水
レ
ン
ズ
水
の
利
用
だ
っ
た
。 

職
員
を
宮
古
島
と
同
じ
様
な
環
境
の
大
洋
州
に
研
修
に
行
か
せ
た
い
。 

企業団への報告書として解説本を印刷 



 

 

英
語
の
章
題
、
英
語
で
章
の
要
約
を
書
い
た
。 

日本語に加え、英語でも解説 

報
告
書
を
表
紙
を
変
え
て
市
販
本
に 

研
究
室
で
動
画
解
説
を
作
成
。
英
語
字
幕
ス
ー
パ
ー
を
入
れ
た
。

そ
れ
を
英
語
の
章
題
、
英
語
で
章
の
要
約
を
書
い
た
。 

殺藻剤添加を中止したら、硬度低減化施設が完成前に、
水道水がおいしいと、市民から反応があった。 
生物群集が活躍したので、おいしい水になった。 



 

少ない人数であったが、JICA 研修生は熱心であった。 

研修生は、宮古島と同じ気候風土の大洋州を相手にと考えた。 

浄
化
モ
デ
ル
で
、
仕
組
み
を
解
説
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
英
語
と
日
本
語
の
ビ
デ
オ
教
材
を
作
成
。 



 

宮
古
島
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
県
企
業
局
主
催
で
沖
縄
県
全
域
で
の
研
修
へ 

JICA 研修は、2024 年までも続けている。 
毎年、研修生と浄化装置を作成し、浄化した水を飲んで、
その「おいしさ」を実感してもらっている。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ビ
デ
オ
教
材
を
作
り
直
し
た
。 

JICA 研修のフォローアップで、サモアへ視察 



 

研
修
生
は
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
作
成
し
た
資
料
を
持
ち
帰
ら
な
い
。

そ
れ
な
ら
、
資
料
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
考
え
た
。 

毎年、資料は気づいた点を修正し改良している。 
 

JICA 広島でも生物浄化法の講義を。 

研
修
生
用
に
は
英
語
資
料
と
英
語
で
解
説
。
せ
っ
か
く
作
成
し
た
の
で
、
日
本
の
水
道
関
係
者
に

も
と
、
英
語
資
料
を
日
本
語
で
も
解
説
し
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
し
た
。 



 

 

JICA 研修では、日本の情報でなく、世界の情報を伝える必要がある。 

日本は、世界の情報が入りにくい国。 
JICA は世界基準で常に考える必要がある。 

世
界
は
、
薬
を
使
わ
な
い
濁
り
対
策
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。 

薬
品
を
使
わ
な
い
で
も
で
き
る
省
エ
ネ
で
安
全
な
飲
み
水
が
で
き
る

技
術
を
再
認
識
し
な
い
か
な
。 



 

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
山
国
。
湧
水
が
豊
富
な
国
だ
っ
た
。 

広
域
化
か
ら
地
域
化
へ
、
市
民
が
水
道
を
つ
く
る
時
代
。 

昔から井戸水、伏流水、湧水を利用していた。災害が頻発する国は、
大規模でなく、小規模分散で、小規模水道施設の方が良かった。 

生物浄化法の唯一の技術解説本。
全頁カラー印刷。 


